
令和元年度第５回開成町課長会議 

 
日時 令和元年８月８日（木）午後１時 30 分～２時 30 分 

場所 議会全員協議会室 

進行  行政推進部長 

１．町 長 

 

 

２．行事予定について（裏面のとおり） 

 

 

３．令和元年度防災訓練について（環境防災課）【10 分】 

 

 

 

４．幼児教育・保育の無償化の概要について（子ども・子育て支援室）【５分】 

 

 

 

その他 

総務課   ・９月以降庁内職員研修予定について【５分】 

産業振興課 ・第 32 回開成町阿波おどりについて【５分】 

 

 

５．副町長     
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令和 元年 ８月 ８日 

課 長 会 議 資 料 

子ども・子育て支援室 

幼児教育・保育の無償化の概要について 

 

１、目的・開始時期 

子どもたちに対し、生涯にわたる人格形成の基礎を培う幼児教育の機会を保障す

るとともに、子育て世代の経済的な負担軽減を図ることを目的に、令和元年１０月

から開始されます。 

 

２．利用施設による無償化の内容 

（１）幼稚園、認定こども園、認可保育所等 

◆３歳児クラスから５歳児クラスの全ての子どもの利用料が無償化 

◆０歳児クラスから２歳児クラスの子どもは、町民税非課税世帯が無償化 

・私学助成幼稚園については、月額25,700円まで無償となります。 

・無償化に伴い、主食（ごはん・パン等）・副食（おかず・おやつ等）の費用は実費

負担となります。 

但し、年収360万円未満相当世帯の子どもと第３子以降の子どもについては 

副食（おかず・おやつ等）の費用が免除されます。 

 

（２）幼稚園の預かり保育 

◆町から保育の必要性の認定を受けた、３歳児クラスから５歳児クラスまでの

子どもの利用料が、月額11,300円まで無償化 

・利用日数に応じて１日あたり450円、月額11,300円を上限に無償化 

・満３歳（３歳になった日から次の３月31日まで）の町民税非課税世帯は、月額

16,300円まで無償化 

   ※開成幼稚園の預かり保育は対象外 

 

（３）認可外保育施設等 

◆町から保育の必要性の認定を受けた、３歳児クラスから５歳児クラスまでの

子どもで保育所等を利用していない場合、利用料が月額37,000円まで無償化 

・０歳児クラスから２歳児クラスまでの町民税非課税世帯の子どもは、月額42,000円

まで利用料が無償化 

 

（４）障害児通園施設等（※1） 

◆３歳児クラスから５歳児クラスの子どもの利用料を無償化 

・幼稚園、認定こども園、認可保育所等と併用する場合も無償化の対象 

※1 児童発達支援、医療型児童発達支援等 
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３．財源措置 

区分 
給付に係る主な財源措置 

国 県 市町村 

（新制度）保育所・幼稚園等 
私立 １/２ １/４ １/４ 

公立 - - １０/１０ 

私学助成の幼稚園（未移行幼稚園） １/２ １/４ １/４ 

認可外保育施設等 １/２ １/４ １/４ 

預かり保育等 １/２ １/４ １/４ 

令和元年度は、無償化の実施に係る地方負担分の費用について、国費（子ども・

子育て支援臨時交付金）による対応となります。 

 



 

令和元年８月８日 

課 長 会 議 資 料 

行政推進部総務課 

 

 

令和元年度９月以降庁内研修予定 

 

Ｒ1.8.8現在 

 

 

①９月 19日，20日 午後 1時 10分 ～

 

普通救命講習【該当者】         

②10 月２日（水） 
①午前 10時～ 

②午後１時 10分～ 
接遇力向上研修【全職員】 

③10 月 16日（水） 10時～11時 30分 
協働研修【平成 31年以降採用職

員＋各課・局・室１名程度】 

小川周作氏・市川主査 

④10 月下旬 
午前 10時 ～ 

午後４時
 

説明力・説得力向上研修【主事～

主査級（平成 31年以降採用職員

除く）】＊大井町合同研修会 

⑤11 月下旬 ２時間程度 
接遇研修【主幹・副主幹級】 

遠藤副主幹 

⑥12月６日（金）【予定】 午後 1時 10分～ マネジメント研修【管理職】 

⑦令和２年３月２日

（月）【予定】 
１時間 

ストレスチェック組織分析説明会

（メンタルヘルス）【課長級】 

⑧ 未 定 未 定  足柄上郡町村会主催研修 



給 与 勧 告 の 骨 子

○ 本年の給与勧告のポイント

～月例給、ボーナスともに引上げ～

① 民間給与との較差（0.09％）を埋めるため、初任給及び若年層の俸給月額を

引上げ

② ボーナスを引上げ（0.05月分）、民間の支給状況等を踏まえ勤勉手当に配分

③ 住居手当の支給対象となる家賃額の下限を引上げ、その原資を用いて手当

額の上限を引上げ

Ⅰ 給与勧告制度の基本的考え方

（給与勧告の意義と役割）

・ 国家公務員給与は、社会一般の情勢に適応するように国会が随時変更することができる。

その変更に関し必要な勧告・報告を行うことは、国家公務員法に定められた人事院の責務

・ 勧告は、労働基本権制約の代償措置として、国家公務員に対し適正な給与を確保する機

能を有するものであり、能率的な行政運営を維持する上での基盤

・ 公務には市場の抑制力という給与決定上の制約がないことから、給与水準は、経済・雇

用情勢等を反映して労使交渉等によって決定される民間の給与水準に準拠して定めること

が最も合理的

（現行の民間給与との比較方法等）

・ 公務と民間企業の給与比較は、単純な平均値ではなく、役職段階、勤務地域、学歴、年

齢等の給与決定要素を合わせて比較することが適当

・ 企業規模50人以上の多くの民間企業は部長、課長、係長等の役職段階を有しており、公

務と同種・同等の者同士による給与比較が可能。さらに、現行の調査対象事業所数であれ

ば、実地による精緻な調査が可能であり、調査の精確性を維持

Ⅱ 民間給与との較差に基づく給与改定等

１ 民間給与との比較

約12,500民間事業所の約55万人の個人別給与を実地調査（完了率87.9％）

<月例給> 公務と民間の４月分の給与額を比較

○民間給与との較差 387円 0.09％〔行政職(一)…現行給与 411,123円 平均年齢43.4歳〕

〔俸給 344円 はね返り分(注) 43円〕 (注)俸給の改定に伴い諸手当の額が増減する分

<ボーナス> 昨年８月から本年７月までの直近１年間の民間の支給実績（支給割合）と公務

の年間の支給月数を比較

○民間の支給割合 4.51月 （公務の支給月数 4.45月）



２ 給与改定の内容と考え方

<月例給>

(1) 俸給表

① 行政職俸給表(一)

民間の初任給との間に差があること等を踏まえ、総合職試験及び一般職試験（大卒

程度）に係る初任給を1,500円、一般職試験（高卒者）に係る初任給を2,000円引上げ。

これを踏まえ、30歳台半ばまでの職員が在職する号俸について所要の改定（平均改定

率0.1％）

② その他の俸給表

行政職俸給表(一)との均衡を基本に改定（専門スタッフ職俸給表及び指定職俸給表

は改定なし）

(2) 住居手当

公務員宿舎使用料の上昇を考慮し、手当の支給対象となる家賃額の下限を4,000円引上げ

（12,000円→16,000円）。これにより生ずる原資を用いて、民間の状況等を踏まえ、手当

額の上限を1,000円引上げ（27,000円→28,000円）

手当額が2,000円を超える減額となる職員については、１年間、所要の経過措置

<ボーナス>

民間の支給割合に見合うよう引上げ 4.45月分→4.50月分

民間の支給状況等を踏まえ、勤務実績に応じた給与を推進するため、引上げ分を勤勉手当

に配分

（一般の職員の場合の支給月数）

６月期 12月期

令和元年度 期末手当 1.30 月（支給済み） 1.30 月（改定なし）

勤勉手当 0.925月（支給済み） 0.975月（現行0.925月）

２年度 期末手当 1.30 月 1.30 月

以降 勤勉手当 0.95 月 0.95 月

[実施時期]

・月 例 給：平成31年４月１日（住居手当については令和２年４月１日）

・ボーナス：法律の公布日

３ 給与制度における今後の課題

職員の職務・職責や専門性の重視、能力・実績の反映等の観点からの取組を引き続き推進。

民間企業における定年制の状況等を踏まえながら、給与カーブの在り方について検討



          第３２回「開成町阿波おどり」について 
 

○開催日 

９／１４（土） 第３２回「開成町阿波おどり」開催 

オープニングパレード  １６：１５～１６：５０ あじさい演舞場～北演舞場 

路上踊り   １７：００～２０：２５  全７演舞場 

※かいせい演舞場でコンテストを実施 

総踊り    ２０：２５～２０：３５ 全７演舞場 

※雨天決行 （台風などの悪天候の場合は、時間の短縮または中止） 

         中止の場合は、各連協会役員（連長）及び各自治会運営協力者へ午前 

         １０時頃までに連絡します。（防災無線でも放送します。） 

 

 

  ○オープニングパレード 

参加連全連がオープニングとしてかいせい演舞場、北演舞場を参加連全連が練り歩き

ます。先頭は、町内連から集まった子ども約１００人、後ろに参加連全連の高張提灯、

参加連全連の流し踊りとして進行をします。 

 

 

○コンテスト 

踊り技術の向上を目的に、かいせい演舞場でコンテストを実施します。 

入賞連の賞金や協賛品については、企業からの協賛を充てることで実施します。 

 

 

  ○路上踊り 

今年の路上踊りは、役場周辺の全７演舞場で実施します。 

 

 

○総踊りについて 

７演舞場で総踊りを行います。 

 

 

○当日のスケジュール 

８：３０ 実行委員会開催（雨天時の場合のみ） ※会長判断 

９：００ 各連協会役員（代表 1名）集合 ※テント及び各踊り会場設営 

１５：３０ 各自治会協力者、各団体協力者集合 

１６：００ 町道２０１号線及び県道７２０号交通規制開始 

１６：１０ 開式①（かいせい演舞場） 

１６：１５ オープニングパレード開始（１６：５０終了予定） 

１７：００ 路上踊り開始 

    ２０：２５ 路上踊り終了 

    ２０：２５ 総踊り開始 

  ２０：３５ 総踊り終了 

  ２０：３５ コンテスト順位発表 

    ２１：００ 交通規制解除 

令和元年 8 月８日（木） 

課長会議資料 

産業振興課 
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